
第２回物部川地域アクションプランフォローアップ会議資料

変わろう・変えよう・産業と暮らし

第３期高知県産業振興計画 ver.４

～ みんなが主役 高知の元気発信プロジェクト ～

《地域アクションプラン》（案）

物部川地域抜粋版

平成３１年２月

高 知 県

⾶躍への挑戦︕
⾼知県産業振興計画

資料３





２ 物部川地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

物部川の流域に位置する当地域は、上流域では豊かな森林資源を活かした林業やユズ栽

培、肥沃な下流域は県内最大の穀倉地帯であるとともに施設園芸が盛んです。また、高知

龍馬空港や高知自動車道、ＪＲ土讃線、土佐くろしお鉄道ごめん・なはり線といった交通

インフラが整備され、高知東部自動車道も順次整備が進められており、今後さらなる利便

性の向上が期待されます。

農業分野では、平野部では稲作をはじめ、日本一の生産量を誇るニラやシシトウをはじ

めとした施設園芸が盛んで、山間部でも、ユズや温州ミカンの一大産地が形成されており、

全国的なシェアを持つ多種多様な野菜、果樹等が生産されています。また、消費者ニーズ

に対応した環境保全型農業など特色ある取組も行われています。

林業分野では、地域の豊富な森林資源を活かすため、香美森林組合や物部森林組合、管

内林業事業体が主体となり、森の工場の拡大に向けた施業地の集約や、原木の増産に向け

た間伐の推進や作業道の開設等に取り組んでいるとともに、平成２７年に開校した林業大

学校と連携した担い手の確保や、高性能林業機械の導入等による生産性の向上に取り組ん

でいます。

水産業分野でも、高知県漁協手結支所が、地域の主要魚種であるシイラを活用した加工

品づくりを進めており、衛生管理の向上や生産体制の強化とともに、県外の取引先との定

期的な情報交換等を通じて、取引量の安定確保や販路拡大に取り組むことによって、漁業

者の所得向上と地域雇用の創出につなげています。

工業分野では、充実した交通インフラのもと、早くから工業団地が整備され、各種多数

の事業所や工場が集積しています。また、製造品出荷額は県内の３割近いシェアを占める

など、特に製造業は県内でもトップクラスの集積地となっています。

商業分野では、小規模事業者が主体である地域の商店街での消費が低迷し、空き店舗が

増加していることから、チャレンジショップを展開するとともに、民間事業者と連携しな

がら、地域が主体となって中心市街地の活性化計画の策定に取り組むなど、地域経済の活

性化に向けた取組が進められています。

観光分野では、アンパンマンミュージアムやのいち動物公園、西島園芸団地などのファ

ミリー向けスポットから、龍河洞や県立歴史民俗資料館、絵金蔵などの歴史スポットまで、

幅広い層の集客が見込める施設が数多くあります。こうした資源を活かした体験型観光メ

ニューの造成や観光情報の発信、地域連携による周遊促進を行うとともに、新たな観光拠

点の整備に向けた検討など、地域の観光資源の磨き上げの取組を進めています。また、平

成２８年に発足した物部川ＤＭＯ協議会が中心となり、恵まれた自然環境や豊富な歴史資

源、おいしい食などの魅力あふれる観光資源を活かした、圏域ならではの広域観光の推進

に取り組んでいます。



（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、園芸基幹品目の振興や林業の素材生産の拡大、また水産加工や商工業の振

興などに引き続き取り組むほか、食品加工などの６次産業化の推進、交流人口の拡大に向

けた観光振興などに重点的に取り組み、地域の活性化、産業の振興を図ります。

農業分野では、園芸基幹品目をはじめとした農作物の品質の向上や次世代ハウスなどを

活用した生産量の増大や省力化技術の推進、さらには消費地との連携を進め、ブランド力

の強化や消費拡大に取り組みます。加えて、地域産業クラスタープランに位置付けられて

いるニラや還元野菜の６次産業化を推進します。

また、中山間地域の基幹品目であるユズでは青果出荷日本一の産地維持のため、担い手

の育成・確保に取り組む他、大規模経営体の育成を行います。さらに、品質管理や計画出

荷などブランド力の向上に向けた取組を推進します。

地産地消に関しては、学校給食及び業務筋への食材供給の拡大や直販所の体制整備、サー

ビスの充実等による農産物の販売拡大に取り組みます。

林業分野では、森林所有者の所得向上のために森林の団地化を推進し、施業を集約化す

るとともに、高性能林業機械の導入や効率的な作業道の開設により、搬出間伐の労働生産

性の向上を図ることで、原木生産量の増産を目指します。

水産業分野では、主要魚種のシイラや養殖魚の加工品について、加工技術及び衛生管理

の向上に取り組みます。

商工業分野のうち、伝統産業である土佐打刃物については、その魅力のＰＲや販路開拓

等により販売拡大に取り組むとともに、技術や文化の継承を図るため、鍛冶職人の養成施

設である「鍛冶屋の学校」（仮称）を開設し、後継者の育成に取り組みます。

また、商工会と連携して、商店街の活性化に向けた計画の策定から実行までの支援を行

うとともに、チャレンジショップの運営やイベントの開催などへの支援や、地域資源を活

用した商品開発に取り組むグループへの支援を行います。さらに、（株）海洋堂による「も

のづくりサポートセンター」の開設を契機に、南国市と連携した中心市街地活性化の取組

を進めます。

観光分野では、既存の観光施設とともに、地域にある自然や歴史などの観光資源を有効

に活用した体験型観光プログラムの開発や磨き上げ、情報発信、周遊促進の取組に加え、

龍河洞をはじめとする観光拠点の活性化に向けて取り組むなど、より魅力ある観光地づく

りを進めていきます。

特に、龍河洞とヤ・シィパークにおいては、民間事業者や地域住民、行政機関が連携し

て協議会を設立し、活性化計画の策定や整備事業を行い、観光拠点の整備に加え、周辺エ

リアの活性化に向けた取組を行っています。

また、広域観光の推進においては、物部川ＤＭＯ協議会を中心に、地域内の観光事業者

が一体となって、観光商品の開発や磨き上げに取り組むとともに、物部川地域の魅力を集

めた企画イベントの開催など、流域をＰＲする新たな取組をバージョンアップさせながら、

物部川地域全体の交流人口の拡大に取り組みます。



（３） 主要な指標及び目標

注１：シシトウは南国市の旧３ＪＡ（南国市、長岡、十市）の取扱分

２：地域内の主要観光施設訪問者数

項 目 実 績 目 標

シシトウ出荷量 ＜注１＞ H27：679ｔ H31：760ｔ

ニラ販売額 H27： 27.1 億円 H31： 29.7 億円

ユズ販売額 H27： 5.2 億円 H31： 5.2 億円

原木生産量 H26：35,887 ㎥ H31：50,000 ㎥

シイラ等加工事業の販売額 H26：16,011 千円 H31：20,000 千円

観光客入込数 ＜注２＞ H26：134.1 万人 H31：144.5 万人



（４）　具体的な取組

№

南
国
市

香
南
市

香
美
市

1 ● ●

2 ●

3 ●

4 ●

5 ●

6 ●

7 ●

8 ●

9 ●

10 ●

11 ●

12 ● ●

13 ● ● ●

14 シイラ等の加工商材活用 ●

15 地域の特産品づくり　～農産物加工への取組～ ●

16 ものづくりサポートセンターを核とする中心市街地活性化プロジェクト ●

17 ヤ・シィパークを核とした地域の活性化推進プロジェクト ●

18 香南市の地場産品販売促進 ●

19 香美市における特産品づくりの推進 ●

20 地場産業（土佐打刃物、フラフ）の振興 ●

21 土佐山田えびす商店街を中心とする地域の活性化 ●

22 ●

23 広域観光の取組の推進 ● ● ●

24 南国市の地域資源を活用した参加型観光の推進 ●

25 体験観光等の旅行商品化と販売の推進・地域の観光情報の発信 ●

26 三宝山プロジェクト ●

27 香美市における滞在型・体験型観光の推進 ●

28 龍河洞エリア活性化推進プロジェクト ●

項目

ニラの産地力強化「日本一のニラ産地の維持・拡大へ向けた仕組みづくり」

南国市の園芸基幹品目シシトウの振興

還元水を活用した野菜の生産体制の構築とブランド化

生産から販売までのユズの総合的な産地強化対策

「なの市」「なのカフェ」の売上拡大による農家所得の向上

「ごとおち市」の売上拡大による農家所得の向上

地元野菜の消費拡大による地域農業の活性化

農園レストランによる地域食材の消費拡大

加工品販売による夜須地域の活性化

「ごめんケンカシャモ」のブランド化の取組

ヤギミルクの生産体制強化及び流通促進事業

地域と連携した高知県産ワインのブランド化の推進

民有林における原木の増産

高知県産の食材を活用したクラフトビールの製造・販売



　1、9、12、13、14、17、18、

  23、25、26

　1、4、13、19、20、21、22、23、27、28

　2、3、5、6、7、8、10、11、12、

　13、15、16、23、24

香美市

南国市

香南市

【物部川地域】



【物部川地域】

1 ・JA高知県（香美地
区）

2 南国市の園芸基幹品目
シシトウの振興

≪南国市≫

・JA高知県（土長地
区）

3 ◆「還元野菜」の生産
拡大

◆「還元野菜」の販路
開拓

◆「還元野菜」の機能
性の検証

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

ニラの産地力強化
「日本一のニラ産地の維
持・拡大へ向けた仕組み
づくり」

《香南市、香美市》

※地域産業クラスター関
連(日本一のニラ産地拡
大プロジェクト)

H38園芸年度を目標に策定
した産地ビジョンに基づき、
作型改善や環境制御技術の
導入による経営の安定化等
に取り組むことにより、農家
所得の向上を図るとともに、
日本一のニラ産地の維持・
拡大を目指す。

アクションプランの取組開始：H21
・トレーサビリティシステムの構築
(H21～24)
・新技術や有望品種の導入などに
よる反収の増加とコスト削減(H24
～)
・農家への意向調査を基に、経営
改善の取組や機械化を推進(H24
～)
・イベント等における産地の取組紹
介や試食宣伝(H24～)
・鮮度保持対策や異物混入防止策
の推進(H25～)
・作型改善など経営安定化対策及
び新規就農者受入れ対策(H26～)
・新規就農者への栽培講習会の開
催(H26～)
・産地提案書の作成及び見直し
(H28～)
◆指導農業士や受入れ農家の拡
充など、新規就農者対策の取組に
よって新規栽培者が増加した。
◆調整機械の導入農家数が増加
し、作業の効率化が図られた。
　導入台数　H27:6台、H28:15台、
H29:15台、H30:3台

・生産者の高齢化

・規模拡大への取組

・新規就農者の受入れ
体制の強化

・調整作業労力の確保と
軽減

・商品への異物混入や
腐敗事故対策

◆生産上の対策

◆流通・販売上の対策

全国一のシシトウ産地維持
のため、関係機関と協力の
上、コスト削減や品質改善な
どに取り組み、生産・流通・
販売上の課題を解決する。

アクションプランの取組開始：H21
・産地ビジョンの構築及び推進
(H29～)
・生産上の対策(H21～)
◆市販天敵を主体とした天敵導入
率は90%以上、土着天敵タバコカス
ミカメの導入農家は81戸となり、ＩＰ
Ｍ技術の普及が進んだ。
・労働力確保・省力化対策(H29～)
・新規就農者確保・育成対策、経
営体強化対策(H29～)
・流通・販売上の対策(H21～)
◆JA高知県土長地区旧3JA合同
の生産者大会や現地検討会、販
売促進活動など南国市全体での
取組を推進した結果、旧3ＪＡの生
産者間での生産技術や販売促進
に関する交流が活発になった。

・産地の維持拡大

・増収に繋がる技術の確
立

・省力化技術の確立

・新規就農者の確保

・経営体の強化

・安全安心の取組

◆生産上の対策

◆流通・販売上の対策

還元水を活用した野菜
の生産体制の構築とブラ
ンド化

≪南国市≫

※地域産業クラスター関
連(南国市還元野菜プロ
ジェクト)

還元水を活用した野菜の生
産を拡大し、「還元野菜」とし
てのブランド化を図るととも
に、成分分析により機能性
の検証を行う。

・ＪＡ高知県土長地
区出資農業生産法
人(株)南国スタイル
・(株)トリムエレクト
リックマシナリー
・高知大学

アクションプランの取組開始：H25
・機能性の検証(H25～)
・還元野菜セットの販売(H26:230
セット、H27:331セット、H29:251セッ
ト、H30:600セット見込)
・協力農家への整水器の導入
(H27)
・高知県アンテナショップ「まるごと
高知」でのパプリカの販売予定
（H30）
・かざぐるま市、風の市での還元野
菜の販売(H29～)
◆高知大学での試験栽培では、特
定の品目で有意差のあるデータが
得られている。協力農家へも整水
器が導入され、生産体制の構築、
機能性の検証は進みつつある。

・生産体制の強化

・販路の拡大

・機能性の検証



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

ＪＡシシトウ出荷量
(H27園芸年度：679t)

760t

協力農家の戸数
(H27 3戸)

7戸(H28～31累
計)

「還元野菜」の売上
(H27 1,200千円)

10,000千円

機能性に基づく差別化
ができた品目数
(H27 累計0品目)

3品目(H28～31
累計)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

ニラ販売額
(H23園芸年度：28.4億
円)
(H27園芸年度：27.1億
円)

29.7億円

※販売額はＪＡへの入金額※販売額はＪＡへの入金額

生産上の対策

流通・販売上の対策

販売PR活動、加工品の検討、機能性成分の検証

既存農家の経営安定、規模拡大志向農家の支援、新規就農者・品目転換農家の支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生産上の対策

増収・品質向上対策、環境保全型農業の推進、担い手の育成など

消費宣伝活動、市場との連携など

流通・販売上の対策

「還元野菜」の生産拡大

「還元野菜」の機能性の検証

・次世代ハウスの整備、生産拡大

・協力農家の募集

「還元野菜」の販路開拓

　直接販売、料理教室への提供、商談会等出展等

・｢還元野菜」の成分分析およびメカニズムの解明

・機能性の検証



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

4 生産から販売までのユ
ズの総合的な産地強化
対策

《香美市》

高齢化により生産の維持が
困難になっている国内最大
のユズ青果出荷産地を維持
するため、労働力を省力化し
た大規模経営体の育成を推
進する。
また、高齢者が生産活動を
しやすい生産活動を継続し
やすい生産体制を整備す
る。

・香美市
・JA土佐香美

5 「なの市」等の売上拡大
による農家所得の向上　

《南国市》

・JA高知県長岡支
所
・(株)なの工房
・はたけの食堂
　Copan

・新商品、新メニューの
開発

・経費削減

・カフェ部門の経営改善

◆利益率が高く、客層
にあった新商品、新メ
ニューの開発

◆組織体制や運営方
法の改善による経費
削減

6 「ごとおち市」の売上拡
大による農家所得の向
上

《南国市》

・生産者会員の販売意
欲向上

・店舗運営体制の改善

・オリジナル商品の開発

◆品揃えの充実及び
情報発信による顧客
獲得

アクションプランの取組開始：H21
・作業受託組織「ゆずもり」の整備
(H22～24)
・生産者調査により、樹種・樹齢の
状況や生産者の意向を把握(H24)
・貯蔵性に優れた系統(公文2号)
「柚月」の販売開始(H24）
・ものべゆず女性倶楽部による消
費宣伝の体制整備(H24）
・産地協議会と部会活動の活性化
(H24～）
・リレー出荷及び防除作業を省力
化する経営モデル(1.5ha規模)の作
成(H25)
・ほ場整備や防除作業の省力化及
び集出荷体制の整備などを盛り込
んだ｢産地構造改革計画｣の策定
及び改正(H25、H27、H29、H30)
・産地提案書の作成及び改正(H28
～)
・指導農業士の認定(H28～)
・研修支援制度を活用した産地研
修の実施(H29～)
◆小袋包装機の導入により一般消
費者向け商品の出荷が開始し、新
たな販路が拡大した。
◆スピードスプレヤーの導入によ
り、防除作業が省力化された。
◆優良園地の経営継承、ほ場整
備地への新植、産地提案型の担
い手募集が進み、指導農業士の
下での研修生の受入れ体制が整
備されたことで、新規就農者の自
立を促進する仕組みが整った。

・担い手の育成や確保

・大規模経営体(1.5ha以
上)の育成

・基盤整備の推進とス
ピードスプレヤーの導入

・荒選果作業の省力化

・廃業する際のルールづ
くり

◆担い手の育成・確保

◆大規模経営体の育
成

◆高齢化に対応した
生産体制の整備

旧直販所「あけぼの市」を国
道195号通称「あけぼの街
道」沿いに移転拡充した「な
の市」「なのカフェ」で、地域
農産物の販売や地域資源を
活用した加工品の開発・販
売及び飲食物の提供を行
い、地域農業者の所得向上
を図る。

アクションプランの取組開始：H24
・国道195号線沿いへの直販所・飲
食店の移転・拡充・オープン(H25
～26)
・売上目標達成に向けた商品構成
の見直しやイベントを企画開催
◆移転拡充により、雇用者数・売
上ともに伸びており、農家所得の
向上に繋がっている。
・カフェ部門で、新メニューの提供
開始(H27)
・地元果物を使った新商品の販売
開始(H28)
・経営改善に向けた産振アドバイ
ザーの導入(H29～)
・(株)なの工房としてカフェを廃止
（「なのカフェ」の閉店）、直販所事
業に専念（H29）
・畑の食堂Ｃｏｐａｎオープン（H30）
・経営力向上会議の定例開催（月1
回）による、経営状況の把握及び
経営改善計画の進捗管理（H30）

旧直販所「ひかり市」を移転
拡充した直販所「ごとおち
市」で、地域農産物の販売
や地域資源を活用した商品
の開発・販売を行うことで、
地域農業者の所得向上を図
る。

・JA高知県十市支
所

アクションプランの取組開始：H24
・直販所の移転・整備(H24)
・商品構成の充実のため、市場か
らの仕入れを開始(H25)
・地域農産物を活用した加工品(生
姜ジュース)の開発、既存商品(ぶ
どうジュース)のリニューアル(H26)
◆移転拡充により、フロア面積の
拡大や品揃えの充実、営業日の増
加など直販所としての機能強化が
進んだ。



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

ユズ販売額
(H23園芸年度：4.3億
円)
(H27園芸年度：5.2億
円)

5.2億円

直販所等の売上高
(H22：33,000千円)
(H26：171,000千円)

直販所等の雇用者数
(H22：3人)
(H26：32人)

171,000千円

32人

直販所の売上高
(H22：4,325千円)
(H26：28,250千円)

直販所への出店者数
(H22：11人)
(H26：97人)

50,000千円

100人

利益率が高く、客層にあった新商品、新メニューの開発

・地域特産物を使ったパン、惣菜等の利益率の高いオリジナル商品の開発を行う

・客層に合わせた商品やメニューの開発を行う

組織体制や運営方法の改善による経費削減

・会計システムの導入や勤務シフトの見直しによる人件費削減

・原価率の見直しや財務分析による経費削減

品揃えの充実及び情報発信による顧客獲得

・生産者会員の販売意欲向上に向けた働きかけによる品揃えの充実、店舗の賑わいづくり

・イベントの開催、ＨＰの活用等による情報発信

・改稙やほ場整備の推進と省力機械（スピードスプレヤー）の導入

・集落の維持が困難となっている地区へのユズ園の造成

・機械化に対応した栽培方法の推進

・研修生受け入れ体制の整備

・指導農業士の増員

・研修支援事業の受託

・後継者と経営継承可能な園地の掘り起こし

担い手の育成・確保

大規模経営体の育成

高齢化に対応した生産体制の整備

・放棄園を出さない仕組みづくり

・荒選果作業の軽減



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

7 地元野菜の消費拡大に
よる地域農業の活性化

《南国市》

※地域産業クラスター関
連(南国市還元野菜プロ
ジェクト)

・(株)南国スタイルの配
送にかかる人員及び配
送車の不足

・「農家レストランまほろ
ば畑｣メンバーの高齢化

・利益の出る体制づくり

8 農園レストランによる地
域食材の消費拡大

《南国市》

地域の農家所得の向上を図
るため、地元食材をフル活
用したオリジナル料理を堪
能できるレストランとベーカ
リーを運営し、地元食材の消
費を拡大するとともに新たな
魅力を発信する。

・(株)ナイフアンド
フォークカンパニー

アクションプランの取組開始：H26
・レストランとベーカリーの整備、
オープン(H27)
・地元食材を活用したメニューの提
供(H27～)
◆H28.9月期売上高：220,991千円
◆H29.9月期売上高：169,171千円
◆H30.9月期売上高：165,916千円

・地元食材の供給割合
の増加及び安定させる
ための仕組みづくり

◆レストランとベーカ
リーの運営、情報発信

9 加工品販売による夜須
地域の活性化

《香南市》

地場産品を活かした加工品
開発・販売を行い、生産農家
の所得向上につなげる。

・協同組合やすらぎ
市　

・主力商品の定着

・加工品の安定生産

・商品数の充実

・顧客ニーズに基づく商
品開発

◆主力商品の定着・充
実による経営の安定
化

◆新商品の開発及び
既存商品の改善によ
る顧客満足度の向上

(株)南国スタイルを中心に学
校給食や業務筋への地元野
菜の供給を行うとともに、生
産者と消費者をつなぐ場で
ある「農家レストランまほろ
ば畑」の経営の安定化を図
ることにより、地産地消を推
進し、地域産業の活性化を
図る。

・ＪＡ高知県土長地
区出資農業生産法
人(株)南国スタイル　
・農家レストランま
ほろば畑
・南国市
・道の駅南国風良
里

アクションプランの取組開始：H21
・「農家レストランまほろば畑」の
オープン(H22)
・学校給食への食材供給体制の整
備及び供給拡大
・業務筋への供給体制の整備
◆学校給食における地元野菜の
供給量及び業務筋への供給数
は、ともに目標値を上回る数字で
あり、農家レストランについても安
定的に客数が見込めるようになっ
ている。

◆学校給食・業務筋へ
の食材供給体制の整
備及び供給拡大

◆「農家レストランまほ
ろば畑」の経営安定化

アクションプランの取組開始：H24
・加工組織(製造部)の結成及び高
知県産業振興推進総合支援事業
費補助金を活用した加工場の整備
(H25)
・地元加工業者と連携した商品開
発(H24～27)
・民間情報誌での取組紹介やミニ
パンフレット、SNSなどによる商品
情報等の発信(H26～)
・新商品の開発・販売及び、既存
商品の改善や新たなアイテムの追
加(H27～)
・専門家のアドバイスによる情報発
信や売場改善(H27～28)
◆雇用の充実(5人)等により生産
体制が強化し、主力商品に加え、
新商品の開発にも意欲的に取り組
むことで加工品販売額が増加した
(H29～)。



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

6,455千円
(25%)

25事業体

売上高
(H26：0円)

食材の地産地消率
(H27：83％)

200,500千円

83％

加工品販売額
(H22：0.7億円)
(H26：0.96億円)

1億円

学校給食における地
元野菜の供給金額(割
合)
(H22：3,080千円
(10.71％))
(H26：5,373千円
(20.81%))

業務筋への供給
(H22：6事業体)
(H26：20事業体)

学校給食・業務筋への食材供給体制の整備及び供給拡大

・地場食材の配送業務の拡大

・人員、配送車の確保による配送体制の強化

・過年度の給食食材のデータ整理及び分析

・受発注、食材確保等の仕組みづくり

「農家レストランまほろば畑」の経営安定化

・お客様の満足度向上のための取組（入店方法の改善、新メニューの開発等）

・安定的な経営維持のための取組（労働時間の短縮・負担軽減策の検討・実施）

・運営グループ増またはメンバー増による経営基盤の安定化

レストランとベーカリーの運営、情報発信

・地域食材を活用したメニューの開発

・メディア等によるＰＲ活動、来客数増加のための取組

・生産者との連携強化による地域食材の安定供給のための仕組みづくり

　主力商品の定着・充実による経営の安定化

　・新商品の開発及び既存商品の改善

　・新商品等の販売、評価、改善

　・主力商品への格上げの検討

　・ＦＢ等による顧客への商品情報の発信

　・主力商品の生産販売計画の策定、継続販売

　・主力商品の評価、改善及び再編

　・ＦＢ等による顧客への商品情報の発信

新商品の開発及び既存商品の改善による顧客満足度の向上



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

10 「ごめんケンカシャモ」の
ブランド化の取組

《南国市》

※地域産業クラスター関
連(南国市農業クラス
タープロジェクト（ニラ）)

坂本龍馬の逸話を活かした
「シャモ鍋」等の新たなメ
ニューを創出し、イベントで
の販売や加工品販売によ
り、県内外に向けてご当地
グルメとして情報発信を行
う。
また、ごめんケンカシャモの
飼育・安定供給体制を整備
し、トレーサビリティの確立
等による高付加価値化を図
ることで、ブランド鶏肉として
の外商戦略を展開していく。
これら、生産から販売までの
過程を通して、ごめんケンカ
シャモを知ってもらい南国市
を訪れてもらう『地産「来」
消』の仕組みの確立を図る。

・企業組合ごめん
シャモ研究会
・南国市商工会
・南国市

アクションプランの取組開始：H23
・「シャモ鍋」等の加工品開発、商
談会等への参加(H23～)
・企業組合としての活動開始(H24)
・直営鶏舎の整備、飼育開始(H24)
・貯卵・孵卵設備を高知農業高校
に整備(H26)
・飼育マニュアルの作成(H27)
・直営のシャモ料理専門店「軍鶏
伝」のオープン(H27)
・地元小学校と連携した新メニュー
（十菜シャモあんかけバリかた麺」
の開発及び地元レストランでのメ
ニュー化（H30）
・新商品（シャモ焼き肉セット」の開
発・販売（H30）
◆全国的な大会での入賞やメディ
ア露出等を契機として、シャモ肉・
加工品の販路が拡大した。また、
お歳暮ギフトやふるさと納税等の
ツールも活用し、売上が増加した。
◆鶏舎整備や高知農業高校との
連携、飼育データの蓄積により、
生産体制が強化された。
・食鳥加工センターの整備(H29)
◆食鳥加工センターの整備によ
り、生育から販売までの管理体制
及び処理能力が強化された。

・生産体制の強化(安定
供給量の確保、シャモ肉
の高品質化・均一化)

・組織の強化

◆「ごめんケンカシャ
モ」の安定供給体制の
確立

◆加工品開発及びご
当地グルメとしての確
立

◆高級食材としての外
商戦略づくり

◆「軍鶏伝」の売上増
加

◆組織の強化

11 ヤギミルクの生産体制強
化及び流通促進事業

《南国市》

流通の少ない、ヤギミルク及
びヤギ肉の安定供給を図る
ため、畜舎の整備等により
生産体制を強化する。また、
飲料・原料としての商品づく
りのほか、県内事業者との
連携による新たな加工品の
開発により高付加価値化を
図り、ヤギミルクを中心とし
た外商戦略を展開していく。

・川添ヤギ牧場 アクションプランの取組開始：H28
・牧場が中心となり、高知県ヤギ飼
料生産組合を設立(H28)
・ひまわり乳業㈱と連携し、飲料ヤ
ギミルクの販売開始(H28)
・ヤギ肉試食会の開催、ヤギ肉の
販売開始(H28)
・新畜舎の整備、搾乳・飼料生産
機械の導入(H29)
・人材の育成(H28～)
・産業振興アドバイザーの導入に
よるヤギの飼育体制の改善・強化
（H30）
◆TV・新聞を活用した効果的なPR
により販路を拡大した。
◆新規雇用を積極的に行い、今後
の規模拡大を見込んだ運営体制
の強化が図られた。

・生産体制の強化

・経営の安定化(経営状
況の分析、事業計画の
見直し、人材育成)

・販路の拡大

◆畜舎等の整備・機能
拡充

◆ヤギミルク・ヤギ肉
の安定供給体制の確
立

◆販路開拓及び加工
品の開発・販売



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

　

売上高
(H26：21,553千円)

ごめんケンカシャモ提
供店舗数(市内)
(H23：15店舗)
(H26：19店舗)

シャモ目標飼育羽数
(H23：2,000羽)
(H26：1,859羽)

65,000千円

20店舗(累計)

3,000羽

売上高
(H26：1,800千円)

30,200千円

高級食材としての外商戦略づくり

・営業、経理部門の人員増加

・資金管理による経営強化

加工品開発及びご当地グルメとしての確立

「ごめんケンカシャモ」の安定供給体制の確立

・飼育担当の人員増加や直営鶏舎の整備等による飼育部門の強化、安定供給体制の確立

・飼育データの収集・蓄積による飼育マニュアルの確立

・飼育委託農家、地元高校との連携

・生産量・品質（ブランド）の維持管理

・生育～販売までの管理体制（トレーサビリティ）の確立、衛生管理の向上による高付加価値化

・食鳥処理能力の拡大（処理施設の整備）

「軍鶏伝」の売上増加

・前年度取組の検証、新たな加工品の開発

・お歳暮ギフトやふるさと納税を活用した販路開拓、販売促進

・市内のイベントでの振る舞いや出店販売等を通じたＰＲ活動、マスメディア等を活用した情報発信

・「シャモ鍋社中」加盟飲食店によるシャモ料理提供によるＰＲ、同志（加盟店）の増加に向けた活動

・イベントやマスメディア等を活用したＰＲ活動　⇒　タイムリーな話題（トピックス）づくり

・商談会参加等による都市圏外食産業への販売セールス、ネット販売等の外商チャンネルの活用

組織の強化

・ＳＮＳやマスメディアを活用した宣伝広告

・メニューの見直し、シャモ肉を使った新たなメニューの開発

施設の運営

販路開拓及び加工品の開発・販売

ヤギミルク・ヤギ肉の安定供給体制の確立

　畜舎等の整備・機能拡充

・高知県ヤギ飼料生産組

合の設立

・新畜舎の整備、搾乳・飼

料生産機械の導入

・ヤギ飼育頭数の増加、ヤギミルク・ヤギ肉生産量の拡大

・飼育データの収集・蓄積、高知大学等との共同研究による品質向上

・事業拡大にあわせた組織体制づくり（新規雇用、人材育成等）

ヤギミルクを活用した自社加工品、県内事業者と連携した加工品の開発

・ひまわり乳業㈱と連携したヤギミルクの販売、販路開拓

・ヤギ肉試食会の開催、商談会への参加等によるヤギ肉の販路開拓

・メディア、HP、フェイスブックを活用した情報発信



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

13 民有林における原木の
増産

《物部川地域全域》

森林所有者の所得の向上
と、山村地域の振興を図る
ため、原木の増産に取り組
む。

・各森林組合
・林業事業体等

12 地域と連携した高知県産
ワインのブランド化の推
進

＜香南市、南国市＞

  ブドウ栽培からワインの醸
造・販売までの一貫した体制
の構築に向け、ブドウの栽
培面積の拡大や醸造施設の
建設、人材の育成等に取り
組むとともに、高知県の食材
とのコラボレーションやＰＲ活
動を行い、県内産ワインとし
てのブランドを確立する。

・井上ワイナリー株
式会社
・井上石灰工業株
式会社

アクションプランの取組開始:H30
・産業振興推進総合支援事業費補
助金（ステップアップ事業）を活用
し、醸造所建設に向けた市場調査
及び造技術取得のための研修の
実施、ＰＲ動画の作成（H30）
・醸造施設の建設に向けた産業振
興アドバイザー制度の導入（H30）　
・醸造施設の基本設計作成（H30）
・イベントでのPR（ワイン試飲）の
実施（H30）
・空港での広告の実施（H30）
・新酒発表会の開催（H30）
・圃場の確保（H30～）

・ワインの生産量の安定
的な確保に向けた圃場
の確保（栽培面積の拡
大）

・ワインの生産体制の構
築（醸造施設の整備）

・ブドウの栽培やワイン
の生産に関する技術を
持った専門的人材の育
成・確保

・高知県産としてのワイ
ンの知名度の向上（高知
県産ブランドの確立）

◆栽培面積の拡大
（井上石灰工業株式会
社）

◆醸造・生産体制の確
立

◆ブランドの確立

◆人材育成

アクションプランの取組開始：H21
・森の工場の推進(H21～)
・森林経営計画の策定(H24～)
・林業事業体の育成(H21～)
・担い手の育成確保(H21～)
・放置林の解消(H21～)
・索道架設埇ドローンの導入（物部
森林組合、H30）
・林業大学校卒業生の管内事業体
への就職支援（H27:4名、H28:4
名、H29:1名）
◆上記取り組みの結果、事業地と
なる森の工場の面積が拡大し、あ
わせて作業道の開設や高性能林
業機械の導入を図ることで原木生
産量が増加した。

・森の工場における森林
施業の同意率のアップ

・過疎化や高齢化等によ
り境界の明確化が困難

・担い手の確保と技術の
向上

◆地元説明会の開催
及び補助事業等の情
報発信

◆境界確認作業及び
森林情報等のデータ
整理と活用

◆ＯＪＴ(緑の雇用)や
林業学校と連携した担
い手の確保



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

原木生産量(民有林の
み)
(H22：26,053㎥)
(H26：35,887㎥)

ワインの売上高 9,869千円

50,000㎥

ＯＪＴ（緑の雇用）や林業学校と連携した担い手の確保

森林境界明確化事業による境界確認作業及び森林情報等のデータ整理と活用

地元説明会の開催や広報誌、ホームページなどを活用した補助事業等の情報発信

ＯＪＴ（緑の雇用）や林業学校の研修受け入れなどによる担い手の確保

地元説明会の開催及び補助事業等の情報発信

境界確認作業及び森林情報等のデータ整理と活用

栽培面積の拡大

2反増（山北）→計9.5反

必要に応じて耕作放棄地

等を活用して開墾、圃場

の確保

醸造・生産体制の確

県外施設の視

察等（3回）

基本・実

施

ブランドの確立

空港での広告

ＰＲイベントの

実施

ＰＲ動画の制

施設の建設

ＰＲイベントの実施

県内食材とのコラボ商品

ＰＲイベントの実施

アドバイザーによる栽培、醸造指導

人材育成

保健所許

醸造開始

醸造準備

醸造技術取得

を目的とした

事業計画のブラッシュ

アップ



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

14 シイラ等の加工商材活
用

《香南市》

シイラや養殖魚等の加工に
よる浜値向上と付加価値増
加を通じて、漁業者の所得
の向上を図る。

・高知県漁協手結
支所

・原魚の安定確保

・衛生管理の向上と生産
体制の強化

・新魚種の取扱いと新規
販売先の確保

15 地域の特産品づくり
～農産物加工への取組
～

《南国市》

・特産品づくりに取り組
むプレーヤーの育成

・顧客ニーズに沿った商
品づくり、既存商品のさ
らなる磨き上げ

・開発商品の販路拡大
及び外商促進

◆特産品づくりの振興

◆直販所等の活用に
より、販路拡大につな
げる取組(地産地消か
ら外商へ)

ものづくりサポートセン
ターを核とする中心市街
地活性化プロジェクト

《南国市》

◆ビジョンに基づく賑
わいの創出

◆各種イベントの開催
や空き店舗の活用等

◆ものづくりサポート
センターの整備

アクションプランの取組開始:H21
・漁協の入札参加(H21～)
・前処理加工の実施(H21～)
・施設整備(H21、H23)
・高知県食品高度衛生管理手法認
定を取得(H26)
・ヘッドカッターの導入(H28)
◆上記取り組みの結果、加工事業
の販売額は順調に伸びている。

◆漁協の入札参加と
養殖業者等との協業
化

◆衛生管理の向上と
生産体制の強化

◆協業化による新たな
魚種の取扱いと新規
販路獲得

農産物等の6次産業化の推
進に向けて、地域資源を活
用して特産品開発に取り組
む組織・グループを育成する
とともに、顧客ニーズに沿っ
た特産品づくりを促進する。
また、商品化された加工品
の売り込みを通じて、地域の
魅力を発信する。

・西島園芸団地な
ど既存企業・組織・
グループ、新しい組
織・グループ
・JA高知県土長地
区出資農業生産法
人(株)南国スタイル
・南国市商工会
・(一社)南国市観光
協会

アクションプランの取組開始：H21
・地域産品を活用した特産品づくり
(H21～)
・農業生産法人実証組織(地域雇
用創造実現事業)をもとに、JA南国
市が出資する農業生産法人が設
立された(H24)
・特産品づくりのための市単独補
助金の創設(H24～)
・南国市雇用創出推進協議会によ
る試作品開発や公開セミナー等の
実施(H25～27)
・南国FOOD PLUSによる6次産業
化の推進及び特産品開発事業費
補助金(市単)の活用(H28)
・なんこく空の駅推進協議会の解
散（H30）
◆特産品づくりに取り組む組織・グ
ループが新たに設立され、商品開
発やパッケージ改良等がすすみ、
開発商品売上高は増加している。

16 「ものづくり、ひとづくり、まち
づくり」の拠点施設となるも
のづくりサポ-トセンターの整
備により、ものづくりを志す
人材が集うまちとして、交流
人口の拡大や商店街の活性
化を図る。

・南国市商工会
・南国市
・南国市中心市街
地活性化推進協議
会
・(株)海洋堂
・(株)奇想天外

アクションプランの取組開始：H21
・軽トラ市の定期的開催(H23～ )
・高知農業高校アンテナショップの
定期的な開催(H25～ )
・ごめんよってこ広場を中心とした
イベントの開催(H25～ )
・ごめん町イベント実行委員会が
組織された(H26)
・後免防災コミュニティセンターの
完成(H27)
・(株)海洋堂と南国市が連携協定
締結(H28)
・海洋堂と連携したジオラマ教室や
「みんなのモノづくり展」、「ナンコク
フェスティバル」の開催など、海洋
堂誘致に向けた気運の醸成(H28
～)
・中心市街地活性化協議会による
地域経済活性化拠点づくりに向け
た計画の策定（H30）
◆軽トラ市や農業高校アンテナ
ショップも定着し、安定的に集客が
行われている。ごめん町イベント実
行委員会も各種イベントを行って
おり、少しずつ賑わいが戻りつつ
ある。
・ものづくりサポートセンター整備
基本構想の策定（H28）
・ものづくりサポートセンターの整
備に向けた定例会議の開催（H29
～）
・ものづくりサポートセンター建設
に向けた設計（H30）

・イベント時の賑わいを
日常的な賑わい創出に
つなげていくために、地
域住民を巻き込んでいく
こと

・ものづくりサポートセン
ターの運営を担う人材の
確保・育成



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

シイラ加工事業の販売
額
(H22：2,571千円)
(H26：16,011千円)

20,000千円

新たな魚種の取扱い
尾数(新規)

3,000尾

地域資源を活用した
新たな特産品数
(H26：0品目)

10品目(H28～31
累計)

空き店舗活用数
(H26：1件(累計))

7件(累計)

　直販所等の活用により、販路拡大につなげる取組（地産地消から外商へ）

　特産品づくりの振興

・特産品づくりに取り組むプレーヤー（企業・組織・グループ）の育成

・特産品づくりのための市単独補助金の活用促進

・市、商工会、観光協会のコーディネーターから農商工連携を提案することによる特産品づくりの推進

・テストマーケティング等による既存商品のブラッシュアップ

・直販所や道の駅等の既存施設を活用し、開発した特産品・加工品の販路拡大を図る。

・地産地消でブラッシュアップされたものを外商に結びつけていく。

漁協の入札参加と養殖業者等との協業化

衛生的かつ効率的な生産体制の強化と維持向上

ヘッドカッターの導入に

よる生産性の向上

・漁協の入札参加

・養殖業者等との協業化

衛生管理の向上と生産体制の強化

協業化による新たな魚種の取扱と新規販路獲得

新たな魚種の取扱いに向けた販売戦略の検討 新たな魚種の加工品の取扱い、新たな販路開拓

・海洋堂と連携・連動した各種イベントや取組の実施
・空き店舗や地域資源を生かしたイベントや取組の実施

市などの関係機関、団体だけでなく、地元・地域を巻き込んだビジョンの実行

ビジョンに基づく賑わいの創出

各種イベントの開催や空き店舗の活用等

施設の管理及び運営体制の確立

ものづくりサポートセンターの整備

ものづくりサポートセンターの整備
・基本計画の策定
・基本設計及び実施設計

地域おこし協力隊の設置（3年間）



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

17 ヤ・シィパークを核とした
地域の活性化推進プロ
ジェクト

《香南市》

・(株)ヤ・シィ
・香南市
・民間事業者

・活性化に向けた戦略づ
くりと実践

・ｍａｎａｍａｎa(加工所兼
店舗)の経営改善

◆ポスト維新博に向け
た仕組みづくり

◆売り上げアップに向
けた取り組みの強化

18 香南市の地場産品販売
促進

《香南市》

香南市の地場産品を事業者
が一体となり販売活動を行
い売り出すことで、香南市の
知名度の向上や地域の農業
者、商業者等の所得の向上
を図る。

・香南市観光協会
・香南市内の事業
者

・商品及び販売機会の
増加

・商品販売体制の継続

19 香美市における特産品
づくりの推進

《香美市》

◆特産品開発、販路
拡大

◆経営安定化、後継
者育成

◆地域の販売拠点施
設の整備

　地域の自然や食材を生か
した賑わいの拠点づくりを進
めるため、ヤ・シィパークを
核にした仕組みづくりや体制
づくりに官民一体となって取
組み、地域の活性化を図る。

アクションプランの取組開始：H27
・ヤ・シィパーク周辺地域活性化事
業検討委員会の開催(H27)
・高知県産業振興推進総合支援事
業費補助金を活用した加工所兼店
舗のオープン(H28)
・商談会の実施(H27～)
◆商談への参加や香南市ふるさと
寄付金により、地域外への販路が
拡大した。
・ヤ・シィパーク将来構想検討会の
開催及び将来構想の策定(H29)
・ヤ・シィパーク活性化推進協議会
の開催及び整備計画の策定
（H30）
・（株）ものべみらいの参画による
（株）ヤシィの経営体制の強化
（H30）

アクションプランの取組開始：H21
・商品開発(H21～)
・商品カタログ販売(H22～)
・商品ネット販売(H23～)
◆市内事業者の商品をカタログや
ネットで販売することにより、事業
者の商品開発やメニュー開発意欲
の向上につながった。
◆ふるさと寄付金の記念品等への
採用で販売額が増加した。

◆地場産品の開発と
販売促進

◆地場産品販売促進
体制の検討

地域資源を活用した魅力あ
る特産品(加工食品)づくりを
行うことを通じて、働く場の
確保と所得の向上を図る。

・(一社)香美市観光
協会
・(協)韮生の里
・奥ものべじじばば
あんぜん会
・コハマ農産物直販
所
・香美市

・アクションプランの取組開始：H21
・地域特産品の加工・販売の仕組
みづくり(H21～)
・新たな加工食品の開発・販売
(H21～)
・H21年度から23年度まで香美市
地域雇用創造協議会等が中心と
なり、シカ肉等を使った新商品の
開発や地域特産品の県内外への
販売促進、ショッピングサイトの開
設等を行った。
・H24年度から香美市雇用創造協
議会から事業を継承した(一社)香
美市観光協会や食品加工グルー
プが地域内外のイベントに参加し、
特産品の販売とPR活動を実施し
た。また、商談会等にも参加し、販
路拡大に取り組んでいる。
・ふるさと納税(香美市まちづくり寄
附金)者への返礼品として、H26年
度から(一社)香美市観光協会(べ
ふ峡温泉)や奥ものべじじばばあん
ぜん会、H28年度からコハマ農産
物直販所の商品が登録
・商品力強化事業び6次産業化普
及活動推進事業の活用により、商
品開発、改良、新パッケージの作
成、試験販売を実施(H28コハマ農
産物直販所、H29韮生の里)
◆香美市のユズやシカ肉を活用し
た特産品を開発し、緩やかながら
順調な販路拡大に伴い、売上高も
増加している。

・特産品開発が必要

・販路が固定化

・経営が脆弱

・後継者が不足



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

加工所兼店舗の売上
高
(新規)
(H27：0円)

54,193千円

売上高　　　　　　　
(H26：8,407千円)

20,000千円

開発商品売上高
(H22:5,218千円(8商
品)
(H26:8,717千円(14商
品)

10,000千円
(17商品)

地場産品販売促進体制の検討

地場産品の開発と販売促進

・地場産品の開発

・カタログ・ネット販売の促進

・販路開拓への取組

自立した継続運営を目指し、組織化等の検討 事業者が主体となった取組の実施自立運営体制の構築

特産品開発、販路拡大

経営安定化・後継者育成

・経営安定化による所得向上（事業計画等の作成、規模拡大の検討）

・後継者確保、育成（OJTによる育成、セミナー、勉強会等へ参加）

・魅力ある特産品の開発（セミナー、勉強会等へ参加）

・県内外へ販路拡大（商談会、展示会等への参加、アンテナショップ、ネットショップ等での販売）

・特産品を活用したレストランメニューの提供

・特産品の販売支援

地域の販売拠点施設の整備

・魅力ある施設を目指し

たコンセプトづくり

・拠点施設の整備（基本

設計・実施設計・工事)

ポスト維新博に向けた仕組みづくり

・将来構想検
討会の開催
・基本計画の
策定

・運営体制の強化
・磨き上げ（施設整備、改修
等）
・アクティビティの強化
・集客に向けた取組の実践
　（プレイベント等の実践）

・記念イベントの実施
・事業のＰＲ

・商談会参加
・催事出店、ネット販売の実施
・ギフトカタログ等への掲載などＰＲ、営業活動

売り上げアップに向けた取り組みの強化

イベント等の実施による集客、近隣店舗との連携

・生産体制強化
・商品コンセプト
　づくり
・店舗経営改善
・外商活動強化

・開業準
備
・研修

・新商品の開発、既存商品の改善
・旬の地域食材を活用した季節ごとの目玉商品の開発

・試作品
の作成
・試食会
の開催



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

20 地場産業(土佐打刃物、
フラフ)の振興

《香美市》

◆土佐打刃物・フラフ
の普及及び新たな販
路開拓

◆次世代を担う人材
の育成

土佐山田えびす商店街
を中心とする地域の活性
化

《香美市》

・チャレンジャーの確保

・空き店舗の調査及び活
用策の検討

◆商店街を含む地域
の活性化策の推進

販路開拓のため、新商品の
開発やイベント等への出展、
海外向けにもアプローチでき
るネットでのPR・広報を強化
する。また、昔ながらの技術
や文化の継承を図るため、
次世代を担う後継者の育成
にも取り組む。

・高知県土佐刃物
連合協同組合
・香美市商工会
・フラフ製造業者
・香美市観光協会
・香美市

アクションプランの取組開始：H21
・新商品の開発及び販路開拓の実
施(H21～)
・あかめナイフの販売(H25～)
・地域アンテナショップの開設・運
営（2店舗、H23～26)
・大型客船の乗客向けくじらナイフ
の販売(H25～26)
◆海外での認知度が高まり、香美
市観光協会の物販サイトを通し
て、海外からの継続受注につな
がった(H27)

・「土佐刃物製造業の後継者育成
に向けたモデルプラン」の策定
(H24)
・県の「伝統的工芸品産業等育成
対策事業」説明会の開催(H26)
・土佐打刃物後継者としての研修
生1人を受入れ(H27.4月～H28.1
月)
・香美市ものづくり会議において担
い手育成施設「鍛冶屋の学校」の
整備を確認(H29)
・産業振興推進総合支援事業（ス
テップアップ事業）を活用した「鍛
冶屋の学校」基本計画の策定
（H30）
・産業振興推進総合支援事業（担
い手育成事業）を活用した「鍛冶屋
の学校」研修棟の建設（H30～）
・産業振興アドバイザーの導入に
よる「鍛冶屋の学校」運営体制、カ
リキュラムの整備（H30）

・市の土佐打刃物後継
者育成助成事業(県「伝
統的工芸品産業等育成
対策事業」)の周知及び
研修者受入事業者の発
掘

21 利用可能な空き店舗の改修
や、土佐山田えびす商店街
のチャレンジショップであり、
商店街と地域住民、移住者
等の情報交流拠点施設でも
ある「ふらっと中町」の情報
発信力を強化することなどに
より、移住者による新規創業
も含めた新たな店舗の開業
を支援するとともに、商店街
を含む地域の活性化を図
る。

・香美市商工会
・えびす街協同組
合
・地域活動団体
・香美市

アクションプランの取組開始：H26
・香美市民の移住や定住等に関す
る意識を調べるための地域状況調
査(H26)
・土佐山田えびす商店街に「ふらっ
と中町チャレンジショップ(3コマ)」
がオープン(H27)
・「ふらっと中町」において、情報交
流拠点施設としての活動再開(H27
～)
◆H26の途中より閉店していた、土
佐山田えびす商店街の地域アンテ
ナショップ「ふらっと中町」が店舗を
再開し、チャレンジショップと情報
交流拠点としての活動を開始した
ことにより、商店街の賑わいができ
た。
・「ふらっと中町チャレンジショップ」
から5店舗が卒業(H28.7月、H29.1
月・12月、H30.12月)
・空き店舗を活用した新規開業
(H27:4件、H28:2件、H29:4件、
H30:2件)



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

地場産業(土佐打ち刃
物、フラフ)後継者数

３人(H28～31累
計)

空き店舗等を活用した
新規開業
(H27:3件)

16件(H28～31累
計)

土佐打刃物・フラフの普及及び新たな販路開拓

次世代を担う人材の育成

・各種イベント等での土佐打刃物商品の販売促進活動の実施

・土佐打刃物・フラフ産地及び商品PRの充実

・体験観光プログラム化による土佐打刃物・フラフの魅力のPR

・土佐打刃物の新商品の検討

土佐打刃物製造の後継者育成の支援

商店街を含む地域の活性化策の推進

・空き店舗の調査及び改修

・空き店舗の活用及び活性化策の推進

・「ふらっと中町チャレンジショップ」の運営、PRの推進

・情報交流拠点「ふらっと中町」の活動の活性化、PRの推進

「鍛冶屋の学校」
基本計画の策定

実施設計 施設整備 開校・運営



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

22

23 広域観光の取組の推進

《物部川地域全域》

◆観光商品の充実

◆観光客の広域誘致

◆広域観光組織体制
の充実・整備

◆地域連携による周
遊促進

高知県産の食材を活用
したクラフトビールの製
造・販売

<香美市>

高知県産の食材を活用した
クラフトビールを開発し、生
産規模の拡大及び安定的な
稼働体制を確立するととも
に、商工会や観光協会等と
連携し、地元商店街のにぎ
わい創出を図る。

合同会社 高知カン
パーニュブルワリー

アクションプランの取組開始：H30
・産業振興アドバイザーの導入に
よる効率的・安定的な増産体制の
構築（H30）
・産業振興推進総合支援事業（ス
テップアップ事業）の活用による、
新商品開発に関するマーケティン
グの実施、販路拡大に向けた商談
会等への出展、ビール製造機器の
導入等（H30）
・高知県アンテナショップ「まるごと
高知」での販売及び「土佐のおきゃ
く」でのメニュー提供（H30）
・新商品（嶺北リンゴを活用した
ビール）の開発及び販売（H30）
◆製造機器の導入や増産体制の
構築等により、当初見込みより大
幅に売上が伸びている。　

・ビール生産量の増強に
向けた生産施設の整備
（製造機器の導入等）

・ビール製造・販売・PR
を担える新たな人材の
確保

・味の安定化に向けたシ
ステム化・データ化の夜
管理の徹底

・地産外商の推進に向
けた、高知県産クラフト
ビールとしての特色ある
独自ブランドの確立

物部川地域の自然、観光施
設、体験メニュー等の多様な
観光資源を広域的に組み合
わせ、魅力的な観光商品と
するとともに、民間事業者の
視点も踏まえて地域の観光
資源を一層磨き上げ、情報
発信を行うことにより、観光
客の広域的な誘致を推進
し、交流人口の拡大を図る。

・高知中央広域観
光協議会のうち、南
国市、香南市、香
美市、(一社)南国
市観光協会、(一
社)香南市観光協
会、(一社)香美市
観光協会
・物部川ＤＭＯ協議
会
・(株)ものべみらい

アクションプランの取組開始：H24
・広域観光を推進する母体となる
物部川地域観光振興協議会を設
立(H23)、エージェントセールス活
動やモニターツアーを行い、エー
ジェントのニーズを全体で共有す
るとともに、旅行商品化に向け検
討した。(～H24)
・高知中央広域定住自立圏構想の
枠組みのもと、高知市と物部川地
域(南国市・香南市・香美市)が連
携して、高知中央広域観光協議会
を設立し、広域観光パンフレットの
作成やプロモーションを実施した。
(H25～) 
◆4市(高知市及び物部川地域を
構成する3市)による取り組みがス
タートし、広域観光を推進する体制
がより充実した。(H25)
・物部川地域の観光活性化に向
け、地域内の関係事業者等により
設立された物部川ＤＭＯ協議会及
び、高知県観光活性化ファンドを
活用して設立された(株)ものべみ
らいが、地域への誘客イベントを実
施(H28～)
・物部川DMO協議会が主体とな
り、子育てファミリー層の誘客に向
け、第三者評価機関による全国で
初となるウェルカムファミリーの観
光地認定を受けた(H29)
・物部川DMO協議会が第三種旅
行業の資格取得（H30）
・広報担当者会の定期開催等を通
じた地域におけるイベント情報など
の共有（H30～）
◆民間事業者の視点も踏まえた、
３市による広域観光の推進体制が
新たに構築された。(H28)

・地域の観光資源の一
層の発掘・磨き上げによ
る更なる誘客促進

・新たな広域観光組織に
よる円滑な事業運営

◆生産体制の構築

◆積極的な地産外商

の推進

◆地元商店街のにぎ

わい創出



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

観光客入込数
(H26：134.1万人)

144.5万人

クラフトビール
売上高

18,048千円

(対象施設)
南国市：県立歴史民俗
資料館、  西島園芸団
地、パシフィックゴル
フ、道の駅南国風良里
(ショップ、直販所レジ
通過人数)
香南市：県立のいち動
物公園、アクトランド、
月見山こどもの森、絵
金蔵、ヤ・シィパーク、
弁天座(歌舞伎関係)、
香南市サイクリング
ターミナル(宿泊以外)
香美市：アンパンマン
ミュージアム、ピースフ
ルセレネ、龍河洞、べ
ふ峡温泉　

観光商品の充実

観光客の広域誘致

広域観光組織体制の充実・整備

　・体制・機能の段階的充実

　・広域観光の推進に関する関係団体、県等との協議

地域連携による周遊促進

広域観光活性化計画に

関する関係機関、県等と

の協議

観光関係調査の実施・分析

新たな組織体制の構築 計画に基づいた取組の実践及び見直し（ＰＤＣＡサイクル）

　関係団体等との連携企画イベント等の実施

物部川地域の観光に携わる人材の育成

　・農林漁家民泊の推進

　　　農林漁業者や行政との連携による研修会の開催

   ･体験メニュー等の新商品の開発・磨き上げ

　　　関係団体等との連携による新たな観光資源の発掘・磨き上げの実施

　・広域観光プロモーションツールの作成

   ･ターゲット地域の旅行会社等に対する販売促進活動の実施

　・地域内観光情報の発信

　・観光物産展の開催

生産体制の構

施設の充実、販

促活動

新たな工場の確保又は建 工場の完成・増産体制の確

県版HACCPの認証取得

積極的な地産外商の推進

地元商店街のにぎわい創出

生産工程の見直 生産規模の段階的な拡大（設備投資、ラインの拡大）

アンテナショップ「まるごと高知」等でのテス

トマーケティングの実施

ブランディング及び戦略的なPR,フェア等への出店、新商

品の開発

地元イベント（「香美バル」等）への出店、商店街との連携

地元食材（ジビエ等）を活用したご当地グルメの開発



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

24 ◆参加型観光の推進

◆幕末維新博とタイ
アップした市内観光周
遊ルートづくり

◆観光協会の体制強
化

南国市の地域資源を活
用した参加型観光の推
進

《南国市》

※地域産業クラスター関
連(南国市還元野菜プロ
ジェクト、南国市農業クラ
スタープロジェクト（ニ
ラ）)

地域が誇る史跡資源(長宗
我部等)を活用したイベント・
ツアーへの参加をきっかけと
して、周辺の観光名所・施設
への来訪や市内観光への動
機づけとなるよう繋げる「参
加型観光」を推進していく。
また、ユニークな地名を活か
した観光プロモーション・情
報発信を行うとともに、主要
観光施設の整備等により観
光客の利便性向上を図る。

・(一社)南国市観光
協会
・南国市観光クラス
ター連絡協議会
・市内各観光に関
わる企業・団体・グ
ループ

アクションプランの取組開始：H21
・観光コーディネート組織の設立
(H21～23)
・観光協会に専任スタッフを配置
(H24)
・観光協会の一般社団法人化
(H25)
・観光ガイド組織「南国市観光案内
人の会」の設立(H23)
◆観光協会の組織強化により、イ
ベント運営体制の強化や観光資源
のブラッシュアップが進んだ。
◆市内の各観光施設の整備によ
り、観光客の受入れ体制が整いつ
つある。

・市内観光名所・施設に
観光客を呼び込むため
の情報発信の強化

・史跡の観光資源として
の磨き上げ

・観光協会の体制強化



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

主要4観光施設※の観
光客入込数
(H21：483,000人)
(H26：539,000人)
※うち、
歴史民俗資料館(H26：
25,178人）

555,000人
※うち、
歴史民俗資料館
（調整中）

観光協会の体制強化

参加型観光の推進

・南国市の地域資源を活用した参加型観光の新たなメニューづくり、既存メニュー（長宗我部元親ラリー、土佐の食1グランプリなど）のブラッシュ

アップ

・ＳＮＳやメディア等のツールを有効活用した情報発信、プロモーション活動

・県内外からの観光客の利便性向上に向けた主要観光施設の整備

・イベントの企画や情報発信とあわせて、訪れた観光客の滞在時間を延ばし、市内回遊、飲食、宿泊、交通機関の利用など市内にお金を落とし

てもらう仕組みづくり

幕末維新博とタイアップした市内観光周遊ルートづくり

・南国市観光クラスター連絡協議会の設立、運営

・周遊ルートづくり

・観光案内ガイドの養成、観光案内パネル・ポスターの

設置、歴史観光パンフレットの配布

・レンタサイクルの拡充

・観光パンフレットの多言語化

・周遊ルートのブラッシュアップおよび商品化

・海外からの観光客の利便性向上に向けた主要観光施設の整備

・会員増に向けた取組

・会員への支援

※県立歴史民俗資料館、西島園芸団

地、パシフィックゴルフ（以上、来場者）、

道の駅南国風良里（ショップ、直販所

のレジ通過人数）



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

25 ◆体験観光等に関す
る情報の一元把握

◆体験メニューのブ
ラッシュアップ等

◆旅行商品の造成と
販売

◆地域の観光情報の
発信

◆歌舞伎を核とした交
流の場づくり

◆幕末維新博とタイ
アップした歴史資源の
磨き上げと周遊コース
づくり

体験観光等の旅行商品
化と販売の推進・地域の
観光情報の発信

《香南市》

※地域産業クラスター関
連(日本一のニラ産地拡
大プロジェクト)

香南市の海と山と文化や歴
史などの地域資源を活用し
た体験観光等を推進すると
ともに、観光資源としての歌
舞伎を活用し、歌舞伎を核と
した交流の場づくりを行うこ
とにより、交流人口の拡大を
図る。

・(一社)香南市観光
協会
・香南市
・香南市歌舞伎で
まちおこし実行委
員会
・香南市観光クラス
ター協議会
(＝香南市観光施
設連絡会)
・地域の体験メ
ニュー等提供団体

アクションプランの取組開始：H21
・体験メニューのブラッシュアップ
(H21～)
・旅行商品化に必要な観光情報の
一元把握(H21～)
・旅行商品の造成(H21～)
・旅行商品の販売(H23～)
・地域の観光情報の発信(H21～)
・歌舞伎によるワークショップの開
催(H27～)
・歌舞伎による体験メニューの開
発(H27～)
・歌舞伎によるまちおこしの情報発
信(H27～)
◆香南市観光協会が一般社団法
人化し(H22)、旅行業第3種の登録
を行ったことにより、旅行商品の企
画から販売までの体制が整った
(H23)。これに伴い、ウォーキング
や坐禅体験、トレイルランニング
レース大会、サンセット・シーカヤッ
クツアーなど多様な商品を毎年企
画・販売することで、地域資源の掘
り起こし、活用につなげてきた。

・旅行商品の企画・販売
の継続

・体験メニュー等商品素
材の開発

・エージェントに対するプ
ロモーション

・広域で連携した滞在型
観光メニューの開発

・観光資源としての歌舞
伎の活用

・国内旅行業務取扱管
理者の不在(H29.4月～)



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

55万人
※うち、
絵金蔵 10,500人
アクトランド 10.5
万人 

観光客入込数(H26：
51.8万人)
※うち、
絵金蔵　7,820人
（H26年度限りの団体
ツアー受入分（約3,000
人）を除く）
アクトランド　未集計 

(対象施設)
県立のいち動物公園、
アクトランド、月見山こ
どもの森、絵金蔵、
ヤ・シィパーク、弁天座
(歌舞伎関係)、香南市
サイクリングターミナ
ル(宿泊以外)

体験観光等に関する情報の一元把握

タリフ集の修正・追加

体験メニューのブラッシュアップ等

体験メニューの掘り起こし、磨き上げ

地域の観光情報の発信

インターネット等を活用したＰＲの展開

・コースプラン作成と販売、旅行代理店への売り込み

・募集型企画旅行の実施

旅行商品の造成と販売

・地歌舞伎等の招致及び公演

・土佐絵金歌舞伎伝承会定期公演及びワークショップ

・歌舞伎による体験メニューの開発

・歌舞伎によるまちおこしの情報発信　　　　

歌舞伎を核とした交流の場づくり

幕末維新博とタイアップした歴史資源の磨き上げと周遊コースづくり

・香南市観光クラスター協議会の設立、運営

・周遊コースづくり

・観光案内パネルの設置、観光パンフレットの作成・配布

・観光パンフレット、ホームページ、観光案内パネル等の

多言語化

・レンタサイクルの充実　　

・周遊コースのブラッシュアップ

・県外・海外からの誘客強化に向けた仕組みづくり



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

26 三宝山プロジェクト

《香南市》

香南市のシンボルである三
宝山を観光拠点施設として
整備するとともに、近隣の観
光施設等と連携して、いろい
ろな楽しみ方ができる体験
観光エリアを作ることによ
り、県内外からの観光客の
増加を目指す。

・香南市
・民間事業者(予定)

・事業に参画する企業の
選定

◆施設整備

◆委員会の開催

◆周辺施設との連携

27 香美市における滞在型・
体験型観光の推進

《香美市》

◆香北エリアを中心と
した観光活性化

アクションプランの取組開始：H28　　
・シャトー三宝の耐震診断(H28)　　　
・土地・建物の借り受けの契約締
結(H28)
・運営事業候補者を公募し、運営
事業候補者を決定(H29)
・基本計画検討委員会の開催
(H29)
・基本計画の策定(H29)
・香南市三宝山周辺エリア広域観
光ビジョン検討委員会の開催(Ｈ
30)
・土地建物の無償貸借の契約解除
(Ｈ30)

香美市の地域の資源を活か
した体験型観光メニューを充
実させるとともに、主要な観
光施設を核とした周遊プラン
の造成・情報発信を行うこと
により地域外からの交流人
口増を図り、滞在型・体験型
観光を推進する。

・香美市
・(一社)香美市観光
協会
・(株)香北ふるさと
みらい
・地域内の観光施
設及び体験型観光
メニュー等の提供
団体

アクションプランの取組開始：H21
・観光案内所「香美市いんふぉ
めーしょん」、地域アンテナショップ
「ふらっと中町」「龍河荘ぐる里」を
開設(H22～23)
・観光コーディネート等を行う組織
として、(一社)香美市観光協会が
発足(H23～)
・観光案内所「香美市いんふぉ
めーしょん」に窓口専門員を3名配
置(H28～)
◆雇用の創出及び観光情報発信
の強化が図られた。
◆観光情報の一元化と香美市の
観光推進を図ることを目的とした
組織体制が構築された。
・香美市地域雇用創造協議会が県
観光アドバイザーによるガイド研修
や先進地視察研修を実施(H21～
23)。
・観光協会職員や地域の体験型観
光メニュー提供者が、県主催の「と
さ旅セミナー」「観光創生塾」に参
加(H24～27)
◆多くの関係者が地域の観光資
源を知り、座学と実践を通して観
光商品について深い知識を得るこ
とができた。
・べふ峡温泉林間広場の基盤整
備、龍河洞の洞内照明LED化、
「ほっと平山」の案内板の設置など
の環境整備(H25)
・龍河洞と工科大とで多言語対応
アプリを共同開発(H26)
・香美市地域雇用創造協議会や
(一社)香美市観光協議会による体
験型観光ツアーや観光イベントを
実施(H21～28)
・土佐塩の道保存会の事業拡張を
目的とした備品整備(H28)、ター
ゲット分析・広報ツールの制作等
(H29)
・「ほっと平山」の事業拡張を目的
としたＢＢＱサイトの新設等(H29)
◆主要な観光施設において、観光
客の受け入れ体制の充実が図ら
れた。
◆外国人観光客の来場が顕著で
今後も増加が見込まれる龍河洞に
おいて、外国人観光客の受入れ体
制ができた。
・ピースフルセレネの改修とエリア
の活性化に向けた検討(H28)
・「ザ・シックスダイアリーかほくホ
テルアンドリゾート」オープン（H30）

・体験型観光メニューの
受け入れ体制づくり

・(一社)香美市観光協会
の体制強化

・エリアにおける連携の
強化

◆体験型観光メニュー
づくりと推進

◆観光協会の組織体
制の充実と取組の推
進



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

観光客入込数
(H27:0人)

20万人

主要４観光施設※の
入り込み数
(H26：284,665人)

※アンパンマンミュー
ジアム、ピースフルセ
レネ、龍河洞、べふ峡
温泉

340,000人

体験型観光メニューづくりと推進

・体験型観光メニューの造成、実施

・体験型観光メニューの受け皿（ガイド要請や受け入れ団体）づくり

観光協会の組織体制の充実と取組の推進

・観光協会のホームページ、広報誌等を活用した情報発信

・既存の観光施設を核とした周遊プランの造成、実施

・観光イベントの企画、実施

・旅行業の取得、旅行商品の開発、セールス

香北エリアを中心とした観光活性化

・改修のコンセプトや

目指すべき姿、改修

内容の策定

・管理運営体制の強

化

・施設改修工事、営業再開

・アンパンマン原画レプリカの

作成

・周辺資源や地域との連携体制の構築

・物部川DMO協議会と連携したプロモーション活動

実施設計 施設整備 開業

施設整備

　　基本計画の策定 

三宝山基本計画策定委員会で協議

委員会の開催

　既存施設間での協力体制の強化、連携した取組の推進 

周辺施設との連携

三宝山を核とした体験型観光エリアの形成 

運営開始



【物部川地域】

 

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

28 龍河洞エリア活性化
推進プロジェクト

《香美市》　

・龍河洞エリア活性
化協議会
・(公財)龍河洞保存
会
・(株)ものべみらい
・(株)龍河洞みらい
・香美市　

・運営体制の強化

・戦略的なＰＲ

・施設の老朽化

・空き店舗の活用

◆「龍河洞エリア活性
化協議会」の確立

◆基本計画の策定・推
進

◆マーケティング調査

◆広報、ＰＲ

◆集客イベントの開催

「龍河洞エリア活性化協議
会」(地域住民、龍河洞保存
会、商店街、香美市、県等で
構成)が龍河洞エリア活性化
基本計画を策定し、官民協
働により実行することで、龍
河洞エリアの活性化を図る。

アクションプランの取組開始:H29
・龍河洞エリア活性化協議会及び
分科会の開催(H29)
・各種集客イベントの開催(H29)
・マーケティングや集客コンテンツ
の開発等を担う(株)龍河洞みらい
の設立・運営開始(H29)
・龍河洞エリア活性化基本計画の
策定(H29)
・龍河洞エリア活性化協議会及び
部会の開催（H30）
・龍河洞エリア整備方針の策定
（H30）
・業務の見直し、レジシステムの導
入、接客マニュアルの見直し等に
よる運営体制の強化（H30）
・夜間営業の実施による集客力の
強化（H30）
・洞内の再整備（安全対策等）工事
の実施（H30）
・出口休憩所整備工事の実施
（H30）
・洞内コンテンツの構築及び整備
工事の実施（H30）

◆戦略的な施設運営
を行うための体制強化

◆施設の改修及び
空き店舗対策

◆周辺施設との連携



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

第３期計画 指標及び目標
Ｈ３２以降

観光客入込数
(H28：107,768人)

12万人

集客イベントの開催

マーケティング調査

広報、ＰＲ

龍河洞エリア活性化協議会
の確立

　・既存イベントの磨き上げ
　・ターゲットやシーズンに応じたイベントの開催

ターゲットとタイミングを捉えたＰＲの実施

「龍河洞エリア活性化協議会」の確立

施設の改修及び 空き店舗対策

戦略的な施設運営を行うための体制強化

　・本洞や施設のブラッシュアップ及び改修
　・商店街の空き店舗の活用
　・街並みの再生

周辺施設との連携

マーケティング調査、分析

新たな運営体制の構築

・基本計画の策定
・計画の進め方について協
議

基本計画の策定・推進

計画の実行・進捗管理（PDCA）

物部川エリアの「アンパンマンミュージアム」や「三宝山」「のいち動物公園」等との連携
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